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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第70期

第２四半期
連結累計期間

第71期
第２四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年９月30日

自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (百万円) 27,371 29,674 67,391

経常利益 (百万円) 1,206 1,844 4,857

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 767 1,214 3,041

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 902 875 1,729

純資産額 (百万円) 36,984 37,542 36,910

総資産額 (百万円) 55,893 57,451 62,877

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 33.56 54.83 134.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 66.2 65.3 58.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 877 365 4,501

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △893 △299 △1,105

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △234 △303 △995

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 10,741 13,153 13,393
 

 

回次
第70期

第２四半期
連結会計期間

第71期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年７月１日
至 2018年９月30日

自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 31.06 40.52
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありま

せん。

 また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に異常な変動等また

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判

断したものであります。

 

(1)　財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益は一進一退ながらも高水準を維持しており、改善が

続く雇用環境を背景として実質所得も堅調に推移するなど良好な状況が見受けられる一方で、足許の輸出はアジア

向けを中心に力強さを欠き、長引く米中対立が先行きの不透明感を高めるなど、景気の足踏み感が深まる展開とな

りました。建設業界におきましては、公共投資は前年度を上回る水準となったものの、民間建設投資には大きな上

積みは見られず、工場の新設などに対する投資の勢いが鈍るなど、予断を許さない状況が続いております。

このような状況のなか、当社グループといたしましては、中期３か年事業計画に示した基本方針を軸として、規

模の拡大に捉われず、医薬品関連・食品をはじめとする産業設備工事を中心にバランスのとれた受注を推進し、景

気動向に左右されない事業基盤の確保を目指してまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間における受注高は、一般ビル設備工事においては前年を上回る受注を確保

したものの、産業設備工事においては受注減となったことから、前年同四半期比2.1％減少の35,530百万円(前年同

四半期36,286百万円)となりました。売上高につきましては、前連結会計年度から繰り越した工事が順調に推移し

たことから、前年同四半期比8.4％増加の29,674百万円(前年同四半期27,371百万円)となりました。

利益につきましては、売上高の増加及び工事粗利益率の改善に伴い、営業利益1,739百万円(前年同四半期969百

万円)、経常利益1,844百万円(前年同四半期1,206百万円)となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,214百万

円(前年同四半期767百万円)となりました。
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セグメント別の受注高及び売上高は次のとおりであります。

 

受注高の内訳は、空調衛生設備工事業のうち産業設備工事は19,148百万円(前年同四半期比11.2％減少)、一般ビ

ル設備工事は14,575百万円(前年同四半期比11.1％増加)となりました。官庁民間別内訳は、官公庁工事4,529百万

円(前年同四半期比29.9％減少)、民間工事29,193百万円(前年同四半期比3.5％増加)となりました。

また、電気設備工事業については1,238百万円(前年同四半期比13.9％増加)となり、冷熱機器販売事業について

は569百万円(前年同四半期比9.8％増加)となりました。

        

 

前第２四半期
連結累計期間

(自 2018年４月１日
 至 2018年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

比 較 増 減

金  額
(百万円)

構成比
(％)

金  額
(百万円)

構成比
(％)

金  額
(百万円)

比 率
(％)

設備
工事業

空調衛生
設備工事業

 産業設備工事 21,561 59.4 19,148 53.9 △2,412 △11.2

 一般ビル設備工事 13,119 36.2 14,575 41.0 1,455 11.1

電 気 設 備 工 事 業 1,087 3.0 1,238 3.5 151 13.9

冷 熱 機 器 販 売 事 業 518 1.4 569 1.6 50 9.8

合　　　　　計 36,286 100.0 35,530 100.0 △755 △2.1

空調衛生設備工事業
の官庁民間別内訳

官 公 庁 工 事 6,465 18.6 4,529 13.4 △1,935 △29.9

民 間 工 事 28,215 81.4 29,193 86.6 977 3.5

計 34,681 100.0 33,723 100.0 △957 △2.8
 

 

売上高の内訳は、空調衛生設備工事業のうち産業設備工事は16,616百万円(前年同四半期比7.6％増加)、一般ビ

ル設備工事は11,634百万円(前年同四半期比13.2％増加)となりました。官庁民間別内訳は、官公庁工事4,463百万

円(前年同四半期比8.0％増加)、民間工事23,787百万円(前年同四半期比10.2％増加)となりました。

また、電気設備工事業については820百万円(前年同四半期比24.7％減少)となり、冷熱機器販売事業については

569百万円(前年同四半期比9.8％増加)となりました。なお、その他の事業については33百万円(前年同四半期比

3.6％減少)となりました。

        

 

前第２四半期
連結累計期間

(自 2018年４月１日
 至 2018年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

比 較 増 減

金  額
(百万円)

構成比
(％)

金  額
(百万円)

構成比
(％)

金  額
(百万円)

比 率
(％)

設備
工事業

空調衛生
設備工事業

 産業設備工事 15,445 56.4 16,616 56.0 1,170 7.6

 一般ビル設備工事 10,281 37.6 11,634 39.2 1,352 13.2

電 気 設 備 工 事 業 1,090 4.0 820 2.8 △269 △24.7

冷 熱 機 器 販 売 事 業 518 1.9 569 1.9 50 9.8

そ の 他 の 事 業 35 0.1 33 0.1 △1 △3.6

合　　　　　計 27,371 100.0 29,674 100.0 2,303 8.4

空調衛生設備工事業
の官庁民間別内訳

官 公 庁 工 事 4,134 16.1 4,463 15.8 329 8.0

民 間 工 事 21,593 83.9 23,787 84.2 2,194 10.2

計 25,727 100.0 28,250 100.0 2,523 9.8
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(資産の部)

流動資産は、前連結会計年度末に比べて5,211百万円減少し、40,080百万円となりました。これは主に受取手

形・完成工事未収入金等が1,967百万円及び電子記録債権が3,112百万円減少したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて215百万円減少し、17,370百万円となりました。これは主に投資有価証

券が354百万円減少したことによるものであります。

(負債の部)

流動負債は、前連結会計年度末に比べて5,991百万円減少し、17,910百万円となりました。これは主に支払手

形・工事未払金等が3,561百万円及び電子記録債務が1,900百万円減少したことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて66百万円減少し、1,997百万円となりました。これは主に長期借入金が

60百万円減少したことによるものであります。

(純資産の部)

純資産は、前連結会計年度末に比べて632百万円増加し、37,542百万円となりました。これは主に利益剰余金が

970百万円増加し、その他有価証券評価差額金が257百万円減少したことによるものであります。

 

(2)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)の四半期末残高は、前連結会

計年度末に比べて239百万円減少し、13,153百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、365百万円の資金の増加(前年同四半期877百万円の資金の増加)となりま

した。これは主に税金等調整前四半期純利益1,849百万円を計上したことに加え、売上債権の減少5,086百万円が資

金の増加要因となり、仕入債務の減少5,464百万円が資金の減少要因となったことによるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、299百万円の資金の減少(前年同四半期893百万円の資金の減少)となりま

した。これは主に有形固定資産の取得による支出86百万円及び無形固定資産の取得による支出46百万円が資金の減

少要因となったことによるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、303百万円の資金の減少(前年同四半期234百万円の資金の減少)となりま

した。これは主に配当金の支払243百万円が資金の減少要因となったことによるものであります。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発投資額は、146百万円であります。
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　(5)　資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社グループの主要な資金需要は、工事施工のための材料費、労務費、経費や販売費及び一般管理費等の営業費

用であります。これらの資金需要につきましては、利益の計上により生み出された営業キャッシュ・フロー及び自

己資金のほか、金融機関からの借入による資金調達にて対応しております。

また、手元の運転資金につきましては、地域別に設置された当社の事業所及び一部の子会社の余剰資金を当社の

本社機構へ集中し、一元管理を行うことで資金効率の向上を図っております。また、突発的な資金需要に対して

は、迅速かつ確実に資金を調達できるようにコミットメントライン契約を締結し、流動性リスクに備えておりま

す。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

 ① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 79,994,522

計 79,994,522
 

 

 ② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,888,604 22,888,604
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
100株であります。

計 22,888,604 22,888,604 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 ① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　

 ② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2019年９月30日 ― 22,888,604 ― 2,746 ― 2,498
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(5) 【大株主の状況】

2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

テクノ菱和取引先持株会 東京都豊島区南大塚２－26－20 2,193 9.90

三菱重工サーマルシステムズ株式会社 東京都千代田区丸の内３－２－３ 1,424 6.42

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 1,091 4.92

株式会社みずほ銀行
(常任代理人　資産管理サービス信託
銀行株式会社)

東京都千代田区大手町１－５－５
(東京都中央区晴海１－８－12)

1,091 4.92

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１－２－１ 906 4.09

株式会社名古屋銀行 愛知県名古屋市中区錦３－19－17 738 3.33

明治安田生命保険相互会社
(常任代理人　資産管理サービス信託
銀行株式会社)

東京都千代田区丸の内２－１－１
(東京都中央区晴海１－８－12)

734 3.31

株式会社京葉銀行
(常任代理人　日本マスタートラスト
信託銀行株式会社)

千葉県千葉市中央区富士見１－11－11
(東京都港区浜松町２－11－３)

723 3.26

テクノ菱和従業員持株会 東京都豊島区南大塚２－26－20 710 3.20

近　重　次　郎 神奈川県川崎市麻生区 672 3.03

計 ― 10,285 46.43
 

(注) 当社は、自己株式737,718株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。
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(6) 【議決権の状況】

 ① 【発行済株式】

2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 737,700

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

221,071 単元株式数は100株であります。
22,107,100

単元未満株式 普通株式 43,804
 

― ―

発行済株式総数 22,888,604 ― ―

総株主の議決権 ― 221,071 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,700株(議決権77個)含まれ

ております。

 ２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式18株が含まれております。

 

 ② 【自己株式等】

2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社テクノ菱和

東京都港区芝大門
２－12－８

737,700 ― 737,700 3.22

計 ― 737,700 ― 737,700 3.22
 

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(1949年建設省令第14号)に準じて記載しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 14,016 13,925

  受取手形・完成工事未収入金等 ※1  23,887 ※1  21,920

  電子記録債権 ※1  6,612 ※1  3,499

  未成工事支出金 212 232

  商品 0 0

  材料貯蔵品 2 2

  その他 571 511

  貸倒引当金 △11 △12

  流動資産合計 45,291 40,080

 固定資産   

  有形固定資産 4,375 4,335

  無形固定資産 243 223

  投資その他の資産   

   投資有価証券 8,243 7,888

   その他 4,751 4,946

   貸倒引当金 △27 △23

   投資その他の資産合計 12,967 12,812

  固定資産合計 17,586 17,370

 資産合計 62,877 57,451
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 10,977 7,415

  電子記録債務 7,449 5,548

  1年内返済予定の長期借入金 120 120

  未払法人税等 1,151 536

  未成工事受入金 546 2,363

  賞与引当金 769 639

  役員賞与引当金 79 33

  完成工事補償引当金 157 177

  工事損失引当金 12 45

  その他 2,639 1,030

  流動負債合計 23,902 17,910

 固定負債   

  長期借入金 140 80

  繰延税金負債 1,285 1,280

  再評価に係る繰延税金負債 135 135

  退職給付に係る負債 241 251

  その他 262 250

  固定負債合計 2,064 1,997

 負債合計 25,967 19,908

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,746 2,746

  資本剰余金 2,498 2,498

  利益剰余金 28,590 29,561

  自己株式 △656 △656

  株主資本合計 33,179 34,150

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,475 3,218

  土地再評価差額金 △64 △64

  為替換算調整勘定 △0 △0

  退職給付に係る調整累計額 315 238

  その他の包括利益累計額合計 3,726 3,392

 非支配株主持分 4 －

 純資産合計 36,910 37,542

負債純資産合計 62,877 57,451
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 27,371 29,674

売上原価 23,443 24,921

売上総利益 3,927 4,753

販売費及び一般管理費 ※1  2,958 ※1  3,014

営業利益 969 1,739

営業外収益   

 受取利息 1 0

 受取配当金 82 90

 その他 181 35

 営業外収益合計 265 126

営業外費用   

 支払利息 7 5

 為替差損 17 15

 その他 4 0

 営業外費用合計 28 21

経常利益 1,206 1,844

特別利益   

 投資有価証券売却益 － 5

 特別利益合計 － 5

税金等調整前四半期純利益 1,206 1,849

法人税、住民税及び事業税 352 503

法人税等調整額 90 135

法人税等合計 443 639

四半期純利益 763 1,209

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △4 △4

親会社株主に帰属する四半期純利益 767 1,214
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 763 1,209

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 152 △257

 為替換算調整勘定 △1 0

 退職給付に係る調整額 △11 △76

 その他の包括利益合計 139 △333

四半期包括利益 902 875

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 907 880

 非支配株主に係る四半期包括利益 △5 △4
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,206 1,849

 減価償却費 126 158

 受取利息及び受取配当金 △83 △91

 支払利息 7 5

 売上債権の増減額（△は増加） 4,390 5,086

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △209 △19

 仕入債務の増減額（△は減少） △4,293 △5,464

 投資有価証券売却損益（△は益） － △5

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 592 1,816

 その他 △516 △1,819

 小計 1,218 1,515

 利息及び配当金の受取額 83 91

 利息の支払額 △7 △5

 法人税等の支払額 △417 △1,235

 営業活動によるキャッシュ・フロー 877 365

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の取得による支出 △399 －

 有形固定資産の取得による支出 △639 △86

 無形固定資産の取得による支出 △69 △46

 投資有価証券の取得による支出 △15 △15

 定期預金の純増減額（△は増加） △6 △147

 その他 237 △3

 投資活動によるキャッシュ・フロー △893 △299

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 100 －

 長期借入金の返済による支出 △60 △60

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △274 △243

 財務活動によるキャッシュ・フロー △234 △303

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △254 △239

現金及び現金同等物の期首残高 10,996 13,393

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  10,741 ※１  13,153
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決済処理しており

ます。

なお、前連結会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形等が前連結会計

年度末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

受取手形 464百万円 －百万円

電子記録債権 0 －
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日　
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

従業員給料手当 1,112百万円 1,147百万円
 

賞与引当金繰入額 293 266 
 

退職給付費用 1 △57 
 

 

２　売上高の季節的変動

　

前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)及び

当第２四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年９月30日)

当社グループの売上高は、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中しているため、第

１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高

が著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日　
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

現金及び預金勘定 11,353百万円 13,925百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △612 △771 

現金及び現金同等物 10,741 13,153 
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　2018年４月１日　至　2018年９月30日)

１.　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月27日
定時株主総会

普通株式 274 12.00 2018年３月31日 2018年６月28日 利益剰余金
 

 

２.　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月７日
取締役会

普通株式 251 11.00 2018年９月30日 2018年12月６日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年９月30日)

１.　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日
定時株主総会

普通株式 243 11.00 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金
 

 

２.　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月６日
取締役会

普通株式 265 12.00 2019年９月30日 2019年12月５日 利益剰余金
 

(注)　１株当たり配当額には、創立70周年記念配当1.00円が含まれております。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自　2018年４月１日　至　2018年９月30日)及び

当第２四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年９月30日)

当社グループは、「設備工事業」を単一の報告セグメントとしているため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

１株当たり四半期純利益  33円56銭 54円83銭

(算定上の基礎)    

親会社株主に帰属する四半期純利益 (百万円) 767 1,214

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益

(百万円) 767 1,214

普通株式の期中平均株式数 (株) 22,875,151 22,150,989
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

第71期(2019年４月１日から2020年３月31日まで)中間配当については、2019年11月６日開催の取締役会におい

て、2019年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしま

した。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 265百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 12円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　2019年12月５日

(注)　１株当たりの金額には、創立70周年記念配当１円00銭が含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

2019年11月７日
 

株式会社テクノ菱和

　取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 滝　　沢   勝　　己 印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　村   広　　樹 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テクノ

菱和の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年９

月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テクノ菱和及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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